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阿南市の
先覚者たち初

の
女
性
代
議
士
・
衆
参
初
の

女
性
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
紅
露
　
み
つ

　
明
治
26
年
（
１
８
９
３
）
５
月
10
日
、

群
馬
県
碓
氷
郡
坂
本
村
（
現
安
中
市
松

井
田
町
坂
本
）
で
、
父
・
上
原
佐
五
郎
、

母
・
し
ん
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
る
。

　
小
学
校
４
年
の
と
き
、
遠
足
で
高
崎

の
観
音
山
へ
登
り
、
頂
上
に
立
っ
た
、

み
つ
の
目
に
大
き
く
拓
け
た
平
野
が
飛

び
込
ん
で
き
た
。「
こ
ん
な
に
広
い
世
界

が
あ
る
の
か
！
こ
ん
な
谷
間
の
よ
う
な

山
村
で
埋
ま
っ
た
ら
い
け
な
い
！
」
み

つ
は
若
い
血
が
た
ぎ
っ
た
。

　
や
が
て
、
東
京
に
出
て
苦
学
し
な
が

ら
神
田
高
等
女
学
校
（
現
神
田
女
学
園

中
学
校
・
高
等
学
校
）
を
卒
業
、
そ
し

て
婦
人
記
者
と
な
っ
た
。

　
み
つ
は
、
兄
の
友
人
で
あ
る
紅
露　

昭
と
知
り
合
う
。
彼
が
人
力
車
夫
な
ど

を
し
な
が
ら
、
日
本
大
学
法
学
科
を
卒

　
郷
土
の
偉
人
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
平

成
26
年
阿
南
市
文
化
協
会
か
ら
「
阿
南

市
の
先
覚
者
た
ち
第
１
・
２
集
」
が
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
阿
南
市
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
人
た

ち
の
偉
業
を
顕
彰
し
、
後
世
に
語
り
継
ぐ

た
め
に
、
27
人
の
先
覚
者
た
ち
を
奇
数
月

に
掲
載
し
て
紹
介
し
ま
す
。

第５回

業
し
て
、
弁
護
士
を
め
ざ
し
て
い
る
こ

と
を
聞
き
、
自
分
と
同
じ
境
遇
に
あ
る

昭
と
大
恋
愛
の
末
に
結
婚
し
た
。
昭
和

５
年
（
１
９
３
０
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　
昭
は
弁
護
士
と
し
て
開
業
し
、
み
つ

は
主
婦
と
し
て
家
政
に
専
念
。
長
男
震

一
を
出
産
。

　
み
つ
の
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、

夫
・
昭
が
国
政
に
出
馬
し
た
こ
と
で
あ

る
。
同
７
年
に
、
昭
が
徳
島
第
一
区
か

ら
衆
議
院
議
員
選
挙
に
立
候
補
す
る
た

め
、
み
つ
は
初
め
て
夫
の
実
家
で
あ
る

桑
野
へ
来
た
。
昭
は
、
初
当
選
以
来
同

17
年
の
選
挙
ま
で
５
回
連
続
当
選
し
、

農
林
政
務
次
官
の
要
職
も
務
め
た
。

　
長
男
震
一
は
三
高
（
現
京
都
大
学
）

法
学
科
に
在
籍
中
に
学
徒
動
員
で
応
召

さ
れ
、
広
島
の
部
隊
に
配
属
。
原
爆
投

下
の
犠
牲
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
み
つ

は
、
辺
り
構
わ
ず
泣
き
続
け
た
。「
戦
争

が
震
一
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
私
の
息

子
を
返
し
て
」
と
半
狂
乱
と
な
っ
て
み

つ
は
昼
も
夜
も
泣
き
続
け
た
。

　
同
21
年
４
月
の
戦
後
初
の
総
選
挙
に

出
馬
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
た
昭
で

あ
っ
た
が
、
農
林
政
務
次
官
で
あ
っ
た

た
め
公
職
追
放
と
な
り
、
出
馬
で
き
な

く
な
り
、
急
き
ょ
妻
の
み
つ
が
代
わ
っ

て
立
候
補
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
選
挙
公
約
の
一
つ
は
「
戦
争
の
な
い

世
の
中
に
な
る
よ
う
に
」
で
あ
り
、
そ

みつ・昭おしどり夫婦の顕彰碑みつ・昭おしどり夫婦の顕彰碑
桑野町鳥居前桑野町鳥居前

　

次
回
は
、「
加
藤
松
林
人
」を
紹
介
し
ま
す
。
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「
阿
南
市
の
先
覚
者
た
ち　

第
２
集
」

２
０
１
４
・
阿
南
市
文
化
協
会

の
二
つ
目
は
、「
女
性
の
地
位
向
上
」
で

あ
っ
た
。
こ
の
訴
え
が
共
感
を
得
て
、

見
事
当
選
。
徳
島
県
初
の
女
性
代
議
士

が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　
徳
島
県
は
定
数
５
人
に
対
し
、
30
人

が
立
候
補
し
た
。
当
選
し
た
の
は
い
ず

れ
も
無
所
属
で
、
三
木
武
夫
、
岡
田
勢

一
、
紅
露
み
つ
、
柏
原
義
則
、
秋
田
大

助
の
５
人
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
選
挙
は
、
参
政
権
を
初
め
て
女

性
が
行
使
で
き
る
記
念
す
べ
き
選
挙
で

あ
り
、
全
国
か
ら
39
人
の
女
性
代
議
士

が
誕
生
し
た
。

　
み
つ
は
、
衆
議
院
議
員
１
回
、
参
議

院
議
員
４
回
、
足
か
け
23
年
国
会
に
議

席
を
置
い
た
。

　
同
24
年
、
み
つ
は
、
在
外
同
胞
引
揚

問
題
特
別
委
員
を
女
性
と
し
て
初
の
委

員
長
を
務
め
た
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
、

社
会
労
働
委
員
と
し
て
母
子
福
祉
法
を

制
定
し
、
母
子
福
祉
資
金
の
貸
付
、
母

子
相
談
員
の
設
置
、
公
益
住
宅
入
居
の

特
別
配
慮
な
ど
、
母
子
福
祉
の
総
合
的

な
事
業
の
推
進
に
ま
い
進
し
た
。

　
み
つ
は
、
市
川
房
枝
と
政
治
的
な
立

場
は
違
っ
て
も
気
が
合
い
、
お
互
い
に

信
頼
し
合
っ
て
、
何
で
も
話
し
合
え
る

仲
だ
っ
た
。
同
28
年
に
は
売
春
防
止
法

成
立
や
酔
っ
払
い
防
止
法
な
ど
、
婦
人

議
員
団
を
中
心
に
市
川
房
枝
と
共
に
法

案
の
成
立
に
力
を
注
い
だ
。

　
同
30
年
の
第
二
次
鳩
山
一
郎
内
閣
で

は
、
女
性
初
の
厚
生
政
務
次
官
を
務

め
、
同
37
年
に
老
人
福
祉
法
の
成
立
に

尽
力
、
同
39
年
に
は
遺
族
問
題
議
員
懇

談
会
委
員
、
同
和
対
策
特
別
委
員
会
委

員
も
務
め
た
。

　
同
40
年
、
特
に
婦
人
問
題
に
対
し
、

深
い
理
解
と
情
熱
を
持
っ
て
女
性
の
地

位
向
上
や
健
康
、
そ
し
て
老
人
福
祉
な

ど
多
年
に
わ
た
り
国
政
に
貢
献
し
た
功

に
よ
り
勲
二
等
宝
冠
章
を
授
与
さ
れ
た
。

　
同
43
年
に
後
進
に
道
を
譲
り
、
政
界

を
引
退
。
引
退
後
は
、
県
内
の
婦
人
団

体
を
結
集
し
て
露
光
会
を
結
成
し
、
女

性
の
地
位
向
上
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
講
演
会
や
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど

活
躍
し
、
ま
た
、
原
爆
で
苦
し
ん
で
い

る
人
々
の
援
護
活
動
に
力
を
尽
く
し
、

原
爆
禁
止
運
動
に
も
同
調
し
た
。

　
そ
し
て
、
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
）
12

月
20
日
に
こ
の
世
を
去
っ
た
。
享
年
87
。

　
み
つ
は
、
夫
の
地
元
阿
南
市
に
も
、
同

26
年
に
桑
野

川
、
蛭
地
川

改
修
工
事
な

ど
農
業
の
近

代
化
に
も
力

を
尽
く
し
た
。




